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▶看護研究の当番がまわってきて大変，など看護
研究に関するネガティブな意見を以前はよく耳にしま
したが，近年は看護研究を取り巻く状況のポジティ
ブな変化を感じています。看護系の大学・大学院
の増加はもちろんですが，科学的根拠に基づく実
践や研究成果が現場の改善に結びつくことが浸透
しつつあるように思います。本号の特集では，ここま
で看護研究が根付いているのは大切な文化だと
いうスタンスで解説されており，臨床現場で看護研
究に前向きに関わる後押しになればと願っておりま
す▶滋賀県大津市で開催された認定看護管理
者会総会・研修会の取材に伺いました。多くの看
護管理者の方が集まり，メインテーマの認定看護
管理者制度の再構築について，現場でのリアルな
悩みなどを聞かせていただく貴重な機会になりまし
た。実践を踏まえた災害対策の報告も，切迫した
状況を詳細に語られており，看護管理者の皆さん
の責任の重さと，事前の情報共有の仕組みづくり
などの重要性を強く感じました。� （石塚）

▶3月号を無事にお届けすることができました。特
集は友滝愛先生，深堀浩樹先生，津田泰伸先生
に監修をお願いし，7か月以上の期間をかけて企
画を進めました。監修の3名の先生方にこの場を
借りてお礼を申し上げます。特集の事例紹介では4
名の専門看護師の方に現場のスタッフや多職種と
ともに取り組んだ質改善，エビデンス・ベースド・プ
ラクティスの取り組みを報告していただきました。いず
れも専門看護師が教育・研究，コンサルテーショ
ンの役割を複合的に発揮した好事例です。ご参考
にしていただけますと幸いです。▶巻頭には，キャリ
ア研究を専門とされる石山恒貴先生にご登場いた
だきました（研究室には看護管理者の院生さんが
いらっしゃるそうです）。書籍『会社人生を後悔しな
い40代からの仕事術』は，モヤモヤ感を抱える看
護管理者の皆さまにも，今後のキャリアや人生を展
望するために参考になる書籍かと思います。ぜひご
一読を！� （小齋）
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新任看護師長必読！ 

メンタリングを活用した人材育成 
チームを活性化させ組織風土改革につなげる
メンタリングとは，経験豊かな年長者であるメンターと，若年者のメンティーとが，継続的・定期
的に交流し，適切な役割モデルの提示と信頼関係の構築を通じて発達支援を目指す，人材育
成の手法の 1 つです。看護師 1 人ひとりの成長と活躍を促進させるだけでなく，メンターとメン
ティーのコミュニケーションを改善することでチームを活性化させます。また，組織全体にも影響を
与え，対応の迅速化，組織力の強化，職務満足を高めることに貢献し，ひいては組織風土改
革へとつながっていきます。 
本特集では，メンタリングの概念を解説した上で，看護組織での活用場面や組織で取り入れる
ための研修・トレーニング，評価尺度等を紹介し，メンタリングを活用した人材育成の実践へと
結び付けていきます。

メンタリングとは何か
個人の成長を促進させ，チームを活性化させる◉内海桃絵
【メンタリングの活用場面】
看護学生に対するメンタリング（実習指導）◉矢山 壮
新人看護師に対するメンタリング◉井上満代
エキスパート（専門看護師など）に対するメンタリング◉井上満代
看護管理者に対するメンタリング◉山川みやえ
看護管理者向けメンタリング研修とトレーニング◉上杉裕子，ウイリアムソン彰子
メンタリングの評価尺度◉中岡亜希子
【臨床施設における取り組み，実践例】
メンタリングを活用した新人看護師育成◉大阪急性期・総合医療センター看護部
ICUでのメンタリング◉加藤千佳子

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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